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毎年恒例の未来エレベーターコンテ
ストは、2013年に7回目を迎えました。
今回もユニークな作品がいくつも集
まり、異例なことに、最優秀賞が2つ選
ばれました。今号の表紙は、最優秀賞
に選出された「NITROGEN MOBILE 
STYLE」と「楽しい街 TANO CITY」
のメインビジュアル、および制作メン
バーの写真がモチーフになっています。

vol.37  2014

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE DESIGN』vol.37に
対するご感想をお聞かせください。抽選で10名様に箱根の伝統
工芸品として知られている秘密箱をお送りします。秘密箱とは
特定の手順で操作しないと開かない箱で、日本では、箱根湯本の
指物職人の大川隆五郎が1894年頃に考案したとされています。
今回お送りするのは35回仕掛けの秘密
箱で、表面には、箱根の伝統工芸技法であ
る寄木細工の標準的な模様（小寄木模様）
が施されています。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2014年5月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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vol.37 2014
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

東芝エレベータ本社事務所は、東芝グループのスマートコ
ミュニティ事業関連部門を集結したスマートコミュニティ
センターに移転し、1月14日から業務を開始しました。
今後も皆様のご期待にお応えできるよう、さらなる技術・
品質・サービスの向上を全社一丸となって目指し、日頃から
ご利用いただいている昇降機事業はもとより、ビルファシ
リティ関連事業についても、より安全・快適で環境に配慮
した移動空間・住環境を提供してまいります。

JR川崎駅西口のスマートコミュニティセンター

お知らせ

本社移転のご案内
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「エネルギー自律都市」テーマ 「都市全体でのエネルギーの自給自足」
「ライフラインとしての垂直移動」
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未来のエレベーター・エスカレーターの形を若い頭脳に考えてもらう「未来エレベーターコンテスト」
も、今年で7回目を迎えた。今年のコンテストでは「エネルギー自律都市」をテーマに掲げ、エネルギー
の観点から未来の都市とその都市にあるエレベーターのアイデアを募集した。誌上では、審査員の目
にとまり、そのユニークな提案が評価された受賞作品を紹介する。
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 特集●交通と都市の未来形

未来エレベーターコンテスト
 2013
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最優秀賞

近い将来、化石燃料は枯渇することが予測されているが、自然エネルギーの安定供給はまだ難しい状態にある。
そうした状況下で本提案が着目したのは、さつまいもともやしである。この2つの野菜は、共生している根粒
菌と窒素固定菌の働きで大気の78％を占めている窒素をアンモニアに変換し、それを自らのエネルギー源と
するため、劣悪な環境下でもたくましく育つことができる。本提案では、この性質を応用し、ビルの外壁に根粒
菌・窒素固定菌と共生する植物が育成できる環境をつくりだし、このグリーンウォールによって、エネルギー自律
都市を実現する。この都市での移動手段は、同じく菌を育成する植物で覆われたエアーグリーンカーと呼ばれる
乗り物である。この乗り物は空を飛びながら充電することも可能だ。

【受賞者コメント】

何か革新的なことで人々に幸せを与えられないかと思い続け、このコ
ンテストはそれを考えるいい機会だと思って応募しました。今回のテ
ーマは「エネルギー自律都市」でしたから、まず、エネルギーの現状を分
析するところから始めました。その結果、実際にはまだ、自然エネルギ
ーだけで需要を満たすことが難しいことがわかりました。そこで、エ
ネルギー源として、空気中の78%を占める窒素に着目し、この提案に
結びつけたのです。

NITROGEN MOBILE  STYLE
ナ イ ト ロ ジ ェ ン モ バ イ ル ス タ イ ル
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楽しい街 TANO CITY
～エレベータでつながる都市～
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現在の日本では通常、地域内自給ができておらず、大規模災害が発生した時には、深刻な食糧問題が起きる場合
がある。本提案では、都市のなかに食糧供給拠点（タワー）を置くことで、その解決を図る。
TANO CITYには、エレベーターをコアとした複数の生産タワーが設置され、そのなかで食糧の生産・加工が行
われる。エレベーターは収穫・出荷だけでなく、肥料をまいたり、田畑を耕すことにも利用される。使用する電
力は、既存の発電システムに加え、遊具で遊ぶ人の動きや水の落下などを利用した創エネシステムで賄われる。
生産タワーは、例えば、住宅地モデルであれば、公園とカフェが設置されて憩いの場となるなど、各エリアごと
のニーズに応じて、それぞれの特徴を備えている。

近い将来、化石燃料は枯渇することが予測されているが、自然エネルギーの安定供給はまだ難しい状態にある。
そうした状況下で本提案が着目したのは、さつまいもともやしである。この2つの野菜は、共生している根粒
菌と窒素固定菌の働きで大気の78％を占めている窒素をアンモニアに変換し、それを自らのエネルギー源と
するため、劣悪な環境下でもたくましく育つことができる。本提案では、この性質を応用し、ビルの外壁に根粒
菌・窒素固定菌と共生する植物が育成できる環境をつくりだし、このグリーンウォールによって、エネルギー自律
都市を実現する。この都市での移動手段は、同じく菌を育成する植物で覆われたエアーグリーンカーと呼ばれる
乗り物である。この乗り物は空を飛びながら充電することも可能だ。

【受賞者コメント】

建築学科ですから、ふだんは建物の設計ばかりをやっています。しか
し、このコンテストはそれとは異なり、都市全体のことを考えられます
ので、5人で相談して応募してみることにしました。「エネルギー自律
都市」というテーマでしたが、私たちは特別に新たなエネルギーをつく
りだすような大きなシムテムではなく、むしろ現在あるもので、楽しく
創エネすることを選択しました。作品が完成するまでに要した期間は
約1カ月です。

【受賞者コメント】

何か革新的なことで人々に幸せを与えられないかと思い続け、このコ
ンテストはそれを考えるいい機会だと思って応募しました。今回のテ
ーマは「エネルギー自律都市」でしたから、まず、エネルギーの現状を分
析するところから始めました。その結果、実際にはまだ、自然エネルギ
ーだけで需要を満たすことが難しいことがわかりました。そこで、エ
ネルギー源として、空気中の78%を占める窒素に着目し、この提案に
結びつけたのです。

NITROGEN MOBILE  STYLE
ナ イ ト ロ ジ ェ ン モ バ イ ル ス タ イ ル

タ ノ シ テ ィ
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UMIDES
海中200メートルに沈む海中都市

WATERING CITY

細谷 奈央さん /名古屋市立大学
長谷 直樹さん /同

排他的経済水域の面積で比較すると、周囲を
海で囲まれている日本は世界第6位の地位に
ある。UMIDESは、その海のなか200メートル
の場所にエネルギー自給自足都市を建設する
という提案である。都市は階層状につくられ、
例えば、海上では洋上風力発電を、海中の最上
層では海流発電を、海底と接する最下層では
海洋地熱発電を行う。そして、人はそれ以外
の層に居住する。各層は広大なため、複数の
エレベーターで結ばれている。エレベーターは、
潜水艦と同様、海水の取り込みで下降し、海水
の排出で上昇する。その外壁は、都市が流され
るのを防ぐ役割も果たしている。

水は我々の生活のあらゆる場面に登場するが、
実際には多くの無駄が生じている。その無駄
をなくし、水を効率よく循環させて使う都市が
WATERING CITYである。巨大な輪のなかに
は数多くのエレベーターが設置され、living/
farm/industrial floorの3層をゆっくりと循環
している。まず汲み上げた地下水をliving floor
に配水し、その下水を濾過して farm floorに配
水する。さらに、その下水を濾過してindustrial 
floorに配水し、汚水は地下の濾過装置で浄化
したあとに地下水に戻す。強化ガラスで覆わ
れたエレベーターのカゴの上部には、カフェや
売店が設けられている。

審査員賞審査員賞

【受賞者コメント】

作品を制作するにあたり、私たちは最初、新し
いエレベーターを考えるところから始めまし
た。手足のはえたエレベーターやバネでジャ
ンプするエレベーターなど、突飛なアイデアが
いろいろ飛び出してきましたが、最終的に、浮
き袋式エレベーターという案が浮かび上がり
ます。「これは面白い」というので、そこから海
中都市のアイデアへと広げていきました。

【受賞者コメント】

今回は「ライフラインとしての垂直移動」とい
うキーワードが提示されていましたが、私たち
はこの言葉から、昔の日本に見られた「井戸か
ら水を汲み上げる」というイメージを思い浮か
べました。昔は、汲み上げられた水をとても大
切に使っていたのです。そこから、水という限
りある資源を効率的に利用することの重要さ
に気づき、今回の提案へと結びつけました。

大松 駿さん /東京工業大学　近藤 舜介さん /同
金 相殷さん /同　村上 勇樹さん /同

二階堂 睦さん /同大学院

ウ ォ ー タ リ ン グ シ テ ィ
ウ ミ デ ス
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UMIDES
海中200メートルに沈む海中都市

ENNOSITOR WATERING CITYBIO CITY LIFE
─近未来の新しい移動のかたち─

吉田 直人さん /法政大学大学院

高橋 翔太さん /同大学院

細谷 奈央さん /名古屋市立大学

長谷 直樹さん /同
福井 大典さん /神戸大学大学院

排他的経済水域の面積で比較すると、周囲を
海で囲まれている日本は世界第6位の地位に
ある。UMIDESは、その海のなか200メートル
の場所にエネルギー自給自足都市を建設する
という提案である。都市は階層状につくられ、
例えば、海上では洋上風力発電を、海中の最上
層では海流発電を、海底と接する最下層では
海洋地熱発電を行う。そして、人はそれ以外
の層に居住する。各層は広大なため、複数の
エレベーターで結ばれている。エレベーターは、
潜水艦と同様、海水の取り込みで下降し、海水
の排出で上昇する。その外壁は、都市が流され
るのを防ぐ役割も果たしている。

2030年、スマートグリッドの普及により、都
市の各所で小規模な発電を行い、それを都市
全体で融通し合う発電ネットワークが登場し
てくるだろう。その際、どのようにして都市
全域の電力を調整していくかが問題となる。
その解決のために考えられた ENNOSITOR
は、都市そのものを昇降させる巨大エレベー
ターである。余剰電力がある時は、地下に設
けられた油圧装置で都市全体を垂直に持ち上
げておく。一時的な電力の低下や電力需要の
増加等が発生した時には、都市を降下させて
位置エネルギーを電気エネルギーに変換する。
これによって電力の調節が可能となる。

水は我々の生活のあらゆる場面に登場するが、
実際には多くの無駄が生じている。その無駄
をなくし、水を効率よく循環させて使う都市が
WATERING CITYである。巨大な輪のなかに
は数多くのエレベーターが設置され、living/
farm/industrial floorの3層をゆっくりと循環
している。まず汲み上げた地下水をliving floor
に配水し、その下水を濾過して farm floorに配
水する。さらに、その下水を濾過してindustrial 
floorに配水し、汚水は地下の濾過装置で浄化
したあとに地下水に戻す。強化ガラスで覆わ
れたエレベーターのカゴの上部には、カフェや
売店が設けられている。

日本は現在、複雑化する社会問題を数多く抱
えている。本案ではこれを踏まえ、エネルギ
ー的に自立し、人々が自由に移動できる近未
来都市を提案する。この都市では、生ゴミ、古
紙、下水、家畜の排泄物などを資源として活用
する。これらをバイオマス工場でガス化、燃
料化、堆肥化して都市に戻すことで、持続可能
な社会が実現する。ここでの移動手段は、都
市を自由に動けるパーソナル・マルチモビリ
ティである。このモビリティはバイオプラス
チック製で、用途に応じて3タイプに変形する。
バイオマスから生成される水素で動き、誰も
が簡単に使うことができる。

審査員賞審査員賞 審査員賞審査員賞

【受賞者コメント】

作品を制作するにあたり、私たちは最初、新し
いエレベーターを考えるところから始めまし
た。手足のはえたエレベーターやバネでジャ
ンプするエレベーターなど、突飛なアイデアが
いろいろ飛び出してきましたが、最終的に、浮
き袋式エレベーターという案が浮かび上がり
ます。「これは面白い」というので、そこから海
中都市のアイデアへと広げていきました。

【受賞者コメント】

私たちは、都市そのものをエレベーターとして
考え、そこから出る余剰エネルギーで都市全体
を持ち上げて、位置エネルギーとして電力を蓄
えておき、足りない時にそれを使おうと考えま
した。ふだんはプロダクトデザインを中心に
デザインを学んでいますが、今回はそれと異な
り、都市とエレベーターを関連づけて考えられ
ましたから、とても楽しい経験ができました。

【受賞者コメント】

今回は「ライフラインとしての垂直移動」とい
うキーワードが提示されていましたが、私たち
はこの言葉から、昔の日本に見られた「井戸か
ら水を汲み上げる」というイメージを思い浮か
べました。昔は、汲み上げられた水をとても大
切に使っていたのです。そこから、水という限
りある資源を効率的に利用することの重要さ
に気づき、今回の提案へと結びつけました。

【受賞者コメント】

私が半年ほど留学していたフィンランドには、
建築家アルヴァ・アアルトが設計したサナトリ
ウムがあり、そこには結核患者がゆったり座れ
るいすがあります。セグウェイがいろいろ変
形して、アアルトのいすのように人に優しいモ
ビリティになったら面白いのではないか？　
そう考えたのをきっかけにしてこのモビリテ
ィを考案し、そこから今回の提案へと広げてい
きました。

大松 駿さん /東京工業大学　近藤 舜介さん /同

金 相殷さん /同　村上 勇樹さん /同

二階堂 睦さん /同大学院

応募作品の詳細は Webサイトにて公開中です（http://www.toshiba-elevator.co.jp/elv/newsnavi/volumes/contest/index.html）

バ イ オ シ テ ィ ラ イ フ エ ン ノ シ タ ー ウ ォ ー タ リ ン グ シ テ ィ
ウ ミ デ ス



夢
の
翼
と
現
実
社
会

　

開
始
当
初
は
、
学
生
の
夢
の
翼

を
広
げ
る
と
い
う
色
合
い
の
濃
か

っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
だ
が
、
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
未

来
の
交
通
機
関
を
考
え
る
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
単
に
夢
を
語
る

だ
け
で
は
終
わ
ら
な
く
な
っ
た
。

今
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

た
う
え
で
、よ
り
冷
静
な
判
断
力
・

想
像
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
震
災
に
よ

っ
て
私
た
ち
は
、
環
境
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
安
全
等
々
の
問
題
が
、
来

た
る
べ
き
未
来
に
大
き
く
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
切
実
な

思
い
と
と
も
に
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
か
ら
だ
。
今
回
の
テ
ー
マ

が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
都
市
」
に

設
定
さ
れ
た
の
も
、
そ
れ
を
意
識

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
座
談
会
の

冒
頭
で
、
今
村
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

現
実
を
見
据
え
て
未
来
を
想
像
す
る
作
品
と

次
回
へ
の
期
待
を
語
る

コ

ン

テ

ス

ト

を

終

え

て

未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、

開
始
当
初
と
比
べ
る
と
、応
募
者
や
作
品
の
傾
向
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

審
査
員
は
、審
査
終
了
後
に
今
回
の
応
募
作
品
の
傾
向
と
次
回
開
催
へ
の
期
待
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
未
来

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
は
、今
年
も
東
芝
府
中
事
業
所
で
開

催
さ
れ
た
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
社
員

が
見
守
る
前
で
、最
初
に
取
締
役
上
席
常

務 

統
括
技
師
長
の
吉
次
達
夫
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、各
受

賞
者
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
の
あ
と
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
失
敗
学

会
副
会
長
の
飯
野
謙
次
氏
に
よ
る
記
念

講
演「
創
造
を
目
指
し
て
失
敗
せ
よ
」が

行
わ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
で

あ
る
。

　
「
工
学
者
は
夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
過
程
で
は
失
敗
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、失
敗
に
め
げ
て
夢
を
諦
め
て

し
ま
う
と
、
工
学
者
と
し
て
の
命
は
そ

の
時
点
で
尽
き
て
し
ま
う
。
重
要
な
の

は
、
失
敗
の
原
因
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
学

び
、失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
創
造

を
す
る
こ
と
で
す
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
も
、再
び
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
力
を
喚
起

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、人
の

注
意
力
に
は
限
界
が
あ
り
、百
パ
ー
セ
ン

ト
、事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の

は
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、人
の
注
意

力
に
頼
ら
な
く
て
も
、安
全
性
を
確
保
で

き
る
方
法
を
工
学
的
に
追
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
夢
を
抱
き
、

失
敗
に
学
ん
で
、新
し
い
も
の
を
創
造
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

写真上：審査員の吉次から賞状等
　　　を受け取る受賞者
写真下：熱弁をふるう飯野謙次氏

未来エレベーターコンテストの受賞者を迎え、
2013年12月6日に表彰式と記念講演が行われた。

表 彰 式
記念講演
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「
現
在
の
日
本
に
住
ん
で
い
る

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
非
常
に

重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
が

痛
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
学
生
が
こ
の
課
題
と
向

き
合
い
、
そ
れ
を
技
術
的
な
問
題
、

あ
る
い
は
自
分
た
ち
と
は
関
係
の

な
い
社
会
問
題
と
し
て
片
づ
け

ず
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題
と

し
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
よ
い
と
考
え

ま
し
た
」

　

ま
た
、
す
で
に
メ
ー
カ
ー
の
立

場
で
現
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
吉
次
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
今
回
、
テ
ー
マ
を『
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
律
都
市
』
に
設
定
し
た
当
社

の
理
由
と
し
て
は
、
東
芝
グ
ル
ー

プ
全
体
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
を
今
後
拡
大
し
て
い
く
方

向
に
あ
る
点
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

単
体
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
自
立

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

的
に
自
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
が
、
創
エ
ネ
や
蓄
エ
ネ
を
う
ま

く
組
み
込
む
こ
と
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
自
身
が
な
る
べ
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
」

変
化
し
て
き
た
応
募
者
の
傾
向

　

変
化
し
て
き
た
の
は
、
こ
の
数

年
間
の
社
会
状
況
だ
け
で
は
な
い
。

当
初
、応
募
者
は
建
築
・
デ
ザ
イ
ン

系
の
学
生
が
大
半
を
占
め
て
い
た

が
、今
回
は
、そ
れ
以
外
の
学
生
の

応
募
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
は
、
建

築
系
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
機

械
・
電
子
系
の
学
生
の
参
加
も
望

み
た
い
と
い
う
主
催
者
側
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
、
学
生
側
に
伝
わ
っ
た

結
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
面
で
は
、
授
業
で
Ｃ
Ｇ
を

多
用
す
る
こ
と
が
多
い
建
築
・
デ

ザ
イ
ン
系
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
以

外
の
学
生
は
ど
う
し
て
も
不
利
に

な
る
の
で
は
、
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
中
氏

か
ら
、
提
案
方
法
に
関
し
て
次
の

よ
う
な
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　
「
私
は
以
前
か
ら
、
例
え
ば
、
絵

が
苦
手
な
人
は
模
型
の
写
真
を
撮

っ
て
応
募
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
機
電

系
の
学
生
は
、
実
物
模
型
の
設
計

図
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
、

例
え
ば
、
一
部
で
も
い
い
か
ら
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
で
つ
く
る
と
、

洗
練
さ
れ
た
表
現
の
ひ
と
つ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
辛
島
氏
か
ら
は
、
次
の

よ
う
な
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　
「
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
、
学
校
の

枠
を
超
え
た
交
流
の
機
会
、
も
う

ひ
と
つ
の
教
育
の
機
会
に
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
。
若
い
人
た
ち
だ

か
ら
こ
そ
、
従
来
の
発
想
で
は
な

い
組
み
合
わ
せ
に
も
っ
と
刺
激
を

受
け
て
、
様
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

地
域
性
に
密
着
し
た
提
案
を

　

座
談
会
の
話
題
は
、
都
市
と
地

方
の
問
題
に
も
及
ん
だ
。
今
回
は

地
域
的
特
性
を
盛
り
込
ん
だ
提
案

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
自
身
が

暮
ら
す
場
所
の
資
源
を
も
っ
と
活

か
し
た
提
案
が
ほ
し
い
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

今
村
氏
と
木
村
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

　
「
最
近
、
私
も
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会

が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
、

世
界
中
が
均
質
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
よ
く

出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は

間
違
い
で
、
絶
対
逆
に
な
る
は
ず

で
す
。
場
所
ご
と
に
環
境
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
な
案

で
な
い
と
、
効
率
は
悪
く
な
り
ま

す
」（
今
村
氏
）

　
「
日
本
の
場
合
は
南
北
に
長
い

で
す
か
ら
、
気
象
条
件
ひ
と
つ
と

っ
て
も
、経
度
・
緯
度
な
ど
に
よ
っ

て
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。
も
う

少
し
視
点
を
広
げ
、
そ
の
う
え
で

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
合
っ
た
提
案

を
し
て
い
く
と
、
さ
ら
に
ア
イ
デ

ア
が
広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
次

回
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
木
村
氏
）

　

最
後
に
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

（
実
現
可
能
性
）の
問
題
を
含
め
、
今

後
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
ど
う
向
き

合
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
が
、
田
中

氏
の
次
の
発
言
が
、
今
回
の
座
談

会
の
締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

　
「
提
案
に
は『
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
』、『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
』、

『
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
』の
３
つ
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。『
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
』
だ
け
で
も
駄
目
で
す

し
、『
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
』
だ
け

で
も
駄
目
。
そ
の
間
を『
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
』
が
結
ぶ
形
が
で

き
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」

　

次
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
ど
ん

な
提
案
が
寄
せ
ら
れ
る
の
か
、
今

か
ら
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

夢
の
翼
と
現
実
社
会

　

開
始
当
初
は
、
学
生
の
夢
の
翼

を
広
げ
る
と
い
う
色
合
い
の
濃
か

っ
た
コ
ン
テ
ス
ト
だ
が
、
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
未

来
の
交
通
機
関
を
考
え
る
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
単
に
夢
を
語
る

だ
け
で
は
終
わ
ら
な
く
な
っ
た
。

今
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

た
う
え
で
、よ
り
冷
静
な
判
断
力
・

想
像
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
震
災
に
よ

っ
て
私
た
ち
は
、
環
境
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
安
全
等
々
の
問
題
が
、
来

た
る
べ
き
未
来
に
大
き
く
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
切
実
な

思
い
と
と
も
に
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
か
ら
だ
。
今
回
の
テ
ー
マ

が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
都
市
」
に

設
定
さ
れ
た
の
も
、
そ
れ
を
意
識

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
座
談
会
の

冒
頭
で
、
今
村
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

現
実
を
見
据
え
て
未
来
を
想
像
す
る
作
品
と

次
回
へ
の
期
待
を
語
る

コ

ン

テ

ス

ト

を

終

え

て

未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、

開
始
当
初
と
比
べ
る
と
、応
募
者
や
作
品
の
傾
向
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

審
査
員
は
、審
査
終
了
後
に
今
回
の
応
募
作
品
の
傾
向
と
次
回
開
催
へ
の
期
待
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
未
来

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
は
、今
年
も
東
芝
府
中
事
業
所
で
開

催
さ
れ
た
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
社
員

が
見
守
る
前
で
、最
初
に
取
締
役
上
席
常

務 

統
括
技
師
長
の
吉
次
達
夫
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、各
受

賞
者
に
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、目
録
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
の
あ
と
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
失
敗
学

会
副
会
長
の
飯
野
謙
次
氏
に
よ
る
記
念

講
演「
創
造
を
目
指
し
て
失
敗
せ
よ
」が

行
わ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
で

あ
る
。

　
「
工
学
者
は
夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
過
程
で
は
失
敗
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
す
が
、失
敗
に
め
げ
て
夢
を
諦
め
て

し
ま
う
と
、
工
学
者
と
し
て
の
命
は
そ

の
時
点
で
尽
き
て
し
ま
う
。
重
要
な
の

は
、
失
敗
の
原
因
を
考
え
、
そ
こ
か
ら
学

び
、失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
創
造

を
す
る
こ
と
で
す
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
も
、再
び
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
力
を
喚
起

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、人
の

注
意
力
に
は
限
界
が
あ
り
、百
パ
ー
セ
ン

ト
、事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の

は
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、人
の
注
意

力
に
頼
ら
な
く
て
も
、安
全
性
を
確
保
で

き
る
方
法
を
工
学
的
に
追
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
夢
を
抱
き
、

失
敗
に
学
ん
で
、新
し
い
も
の
を
創
造
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

写真上：審査員の吉次から賞状等
　　　を受け取る受賞者
写真下：熱弁をふるう飯野謙次氏

未来エレベーターコンテストの受賞者を迎え、
2013年12月6日に表彰式と記念講演が行われた。

表 彰 式
記 念 講 演



箱
根
で
売
上
高

１
位
の
人
気
ホ
テ
ル

　

箱
根
は
年
間
約
２
０
０
０
万
人

も
観
光
客
が
訪
れ
る
日
本
屈
指
の

観
光
地
だ
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
集

ま
る
箱
根
湯
本
に
あ
っ
て
、
ホ
テ

ル
南
風
荘
は
平
均
稼
働
率
が
80
％

を
超
え
る
人
気
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　

同
ホ
テ
ル
総
務
部
長
の
梅
澤
啓

一
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ（
日
本
最
大
級

の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
）で
は
、
箱
根
で

売
上
高
１
位
、
全
国
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
２
万
３
０
０
０
軒
の
な
か
で
も

15
位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
様
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

ホ
テ
ル
南
風
荘
は
、
本
館
・
別
館

合
わ
せ
て
客
室
が
１
１
０
室
、
露

天
風
呂
付
き
客
室
が
本
館
に
27
室

あ
り
、
部
屋
に
い
な
が
ら
温
泉
を

楽
し
め
る
。
も
ち
ろ
ん
大
浴
場
も

ユ ー ザ ー 訪 問

東芝エレベータは、エレベーター・エスカレーターだけでなく、
ビル・マンションなどの設備に関する環境・省エネ、
セキュリティのトータルソリューション提案にも注力しています。

住所： 〒250-0312　神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋179番地
TEL： 0460-85-5505
施設： 本館＝RC造、S造耐火構造、地下1階地上5階建て、
 延床面積9,836.13㎡
 別館＝RC造、S造耐火構造、地上6階建て、延床面積4,119.53㎡
概要： 1951年営業開始。当初は団体専門ホテルだったが、時代の変遷とともに、

小グループ対応を強化。顧客重視でニーズをすくい上げながら、2004年
からは露天風呂付き客室に毎年改築を進め、箱根湯本屈指の人気ホテルに
なった。本館は和室、別館は和洋室になっている。食事も本館は部屋食、
別館はレストラン食だ。

梅澤 啓一氏
総務部長

関野 忠男氏
社長室長

燃焼系温水ボイラー・
空調設備を電気式に全面更新
省エネ効果を最大限発揮させ、
安全・安心・快適をお客様に届けます。

日本屈指の観光地である箱根にあって、ホテル南風荘は宿泊予約サイトで
売上高 1位を誇る人気ホテルだ。徹底した顧客重視の経営方針により、
このたび大規模な投資を行い、空調・給湯設備を大幅にリニューアルした。
その経緯をレポートする。

ホテル南風荘vol.5
Hotel Nanpuso

CAONS導入に伴い、キュービクル（高圧で受電した
電気の電圧を下げる設備）も設置した。

お 湯 加 減、

いかがですか？

DATA

導入事例

上/ 川の上にCAONSを設置するため、足場から施工した。
下/ 横から見たCAONS。
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大浴場から客室風呂まで、お湯の温度を60℃に保つ循環加温ヒートポンプ「CAONS（カオンズ）」。

「いちの湯」の露天風呂。

箱
根
で
売
上
高

１
位
の
人
気
ホ
テ
ル

　

箱
根
は
年
間
約
２
０
０
０
万
人

も
観
光
客
が
訪
れ
る
日
本
屈
指
の

観
光
地
だ
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
集

ま
る
箱
根
湯
本
に
あ
っ
て
、
ホ
テ

ル
南
風
荘
は
平
均
稼
働
率
が
80
％

を
超
え
る
人
気
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

　

同
ホ
テ
ル
総
務
部
長
の
梅
澤
啓

一
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ（
日
本
最
大
級

の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
）で
は
、
箱
根
で

売
上
高
１
位
、
全
国
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
２
万
３
０
０
０
軒
の
な
か
で
も

15
位
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
様
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り

の
こ
と
を
や
っ
て
き
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

ホ
テ
ル
南
風
荘
は
、
本
館
・
別
館

合
わ
せ
て
客
室
が
１
１
０
室
、
露

天
風
呂
付
き
客
室
が
本
館
に
27
室

あ
り
、
部
屋
に
い
な
が
ら
温
泉
を

楽
し
め
る
。
も
ち
ろ
ん
大
浴
場
も

２
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
は

箱
根
湯
本
で
も
最
大
級
の
広
さ
を

誇
る
。

　

宿
泊
客
に
は
料
理
も
好
評
で
、

本
館
で
は
部
屋
食
プ
ラ
ン
、
別
館

で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
食
プ
ラ
ン
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
食

で
は
、
和
食
、
寿
司
、
ス
テ
ー
キ
、

牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
５
品
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
選
べ
る
た

め
、
複
数
人
で
泊
ま
る
と
多
彩
な

料
理
を
賞
味
で
き
る
と
人
気
だ
。

　

ホ
テ
ル
南
風
荘
は
顧
客
の
要
望

や
意
見
を
重
視
し
て
お
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
項
目
の
う

ち
、
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
こ
と
に

対
し
て
は
即
座
に
対
応
し
て
き
た
。

　
「
以
前
、
正
月
に
停
電
が
起
き
、

お
客
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
原
因
は
電
気
ケ
ー

ブ
ル
の
劣
化
に
よ
る
破
損
で
、
も

っ
と
早
く
交
換
し
て
い
れ
ば
未
然

に
防
げ
た
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
そ
れ

を
教
訓
に
し
て
、
２
０
０
３
年
に

は
６
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち

４
台
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
今
回

は
空
調
・
給
湯
設
備
も
刷
新
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
か
な
り
の

投
資
規
模
に
な
り
、
お
願
い
し
た

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
さ
ん
も
驚
い
て

い
ま
し
た
ね
」と
梅
澤
氏
は
語
る
。

重
油
式
温
水
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

す
べ
て
電
気
式
に
更
新

　

ホ
テ
ル
南
風
荘
で
は
従
来
、
従

業
員
寮
も
含
め
て
12
台
の
重
油
式

温
水
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
、
温
泉

を
加
熱
し
て
風
呂
に
供
給
し
た
り
、

給
湯
に
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、

長
年
の
使
用
に
よ
る
劣
化
の
進
行

で
、
近
年
、
故
障
が
頻
発
す
る
よ

う
に
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス

ト
も
増
え
て
き
て
い
た
。
万
が
一
、

温
泉
の
供
給
が
止
ま
っ
た
ら
、
宿

泊
客
に
安
心
と
快
適
さ
を
提
供
で

き
な
い
。
ま
た
、
修
理
費
だ
け
で

な
く
、
燃
料
と
な
る
重
油
や
灯
油

の
価
格
高
騰
も
経
営
を
圧
迫
し
て

い
た
。
社
長
室
長
の
関
野
忠
男
氏

は
こ
う
語
る
。

　
「
ボ
イ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
、
空

調
用
の
冷
温
水
機
も
寿
命
が
迫
っ

て
い
ま
し
た
。
燃
料
に
は
重
油
と

一
部
灯
油
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ユ ー ザ ー 訪 問

東芝エレベータは、エレベーター・エスカレーターだけでなく、
ビル・マンションなどの設備に関する環境・省エネ、
セキュリティのトータルソリューション提案にも注力しています。

住所：	〒250-0312　神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋179番地
TEL：	0460-85-5505
施設：	本館＝RC造、S造耐火構造、地下1階地上5階建て、
	 延床面積9,836.13㎡
	 別館＝RC造、S造耐火構造、地上6階建て、延床面積4,119.53㎡
概要：	1951年営業開始。当初は団体専門ホテルだったが、時代の変遷とともに、

小グループ対応を強化。顧客重視でニーズをすくい上げながら、2004年
からは露天風呂付き客室に毎年改築を進め、箱根湯本屈指の人気ホテルに
なった。本館は和室、別館は和洋室になっている。食事も本館は部屋食、
別館はレストラン食だ。

梅澤 啓一氏
総務部長

関野 忠男氏
社長室長

燃焼系温水ボイラー・
空調設備を電気式に全面更新
省エネ効果を最大限発揮させ、
安全・安心・快適をお客様に届けます。

日本屈指の観光地である箱根にあって、ホテル南風荘は宿泊予約サイトで
売上高 1位を誇る人気ホテルだ。徹底した顧客重視の経営方針により、
このたび大規模な投資を行い、空調・給湯設備を大幅にリニューアルした。
その経緯をレポートする。

ホテル南風荘vol.5
Hotel Nanpuso

CAONS導入に伴い、キュービクル（高圧で受電した
電気の電圧を下げる設備）も設置した。

佐々木 正博
東芝エレベータ
生産・建設本部 建設統括部
ビルファシリティー工事技術部
東日本ビルファシリティー工事技術担当

何
よ
り
も
安
全
を
第
一

に
考
え
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
心
か
ら
く
つ
ろ

い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

施
工
中
は
最
低
で
も
日

に
3
～
4
回
は
巡
回
し

て
、
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
ま
す
。

お 湯 加 減、

いかがですか？

DATA

導入事例

上/ 川の上に CAONSを設置するため、足場から施工した。
下/ 横から見た CAONS。



　
建
物
全
体
の
光
熱
費
の
約
6
割
は
空
調
と
照
明

が
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、最
近
で
は
、

原
油
の
高
騰
か
ら
重
油
や
灯
油
を
使
う
給
湯
設
備

も
燃
料
代
の
負
担
が
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
設
備
を
更
新
す
る
た
め
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
リ
ー
ス
方
式
に
近
い
独

自
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
を
抑
え
、
最
新
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し

や
す
く
し
た
の
が
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
提
供
す
る

「
ス
ー
パ
ー
節
電
プ
ラ
ン
」
だ
。

　
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
は
、月
々
の
削
減
効
果

を
保
証
し
、
そ
の
費
用
で
賄
う
方
式
を
採
用
す
る

た
め
、
導
入
に
伴
う
費
用
を
大
幅
に
抑
制
で
き
る
。

し
か
も
、
契
約
期
間
の
10
年
間
、
毎
月
定
額
で
支

払
う
こ
と
で
、
契
約
期
間
中
は
電
気
代
な
ど
の
省

エ
ネ
効
果
が
保
証
さ
れ
、
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
お
得
な
プ
ラ
ン
だ
。

古
く
な
っ
て
燃
焼
効
率
が
悪
化
し
、

価
格
も
ど
ん
ど
ん
上
が
る
の
で
、

直
近
で
は
月
額
７
０
０
万
円
も
か

か
る
ほ
ど
で
し
た
。
修
理
費
も
増

え
、
い
ず
れ
は
交
換
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ヤ
マ
ヒ

ロ
技
建
さ
ん
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

さ
ん
か
ら
、
電
気
を
使
う
循
環
加

温
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
提
案
さ
れ
た

の
で
す
」

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
は

２
０
０
７
年
か
ら
ホ
テ
ル
南
風
荘

の
増
改
築
を
手
が
け
て
お
り
、空
調

や
給
湯
設
備
に
も
精
通
し
、
東
芝

キ
ヤ
リ
ア
製
の
循
環
加
温
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ「
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｓ（
カ
オ
ン
ズ
）」

の
加
温
性
能
を
高
く
評
価
。
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
は
、ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
と

共
同
で
設
備
更
新
計
画
を
検
討
し
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
提
供
し
て
い
る

空
調
・
給
湯
・
照
明
な
ど
の
省
エ
ネ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン「
ス
ー
パ
ー

節
電
プ
ラ
ン
」に
C
A
O
N
S
を
組

み
込
み
、
ホ
テ
ル
南
風
荘
に
提

案
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

３
〜
４
割
カ
ッ
ト
の
見
込
み

　

ス
ー
パ
ー
節
電
プ
ラ
ン
は

空
調
・
給
湯
と
も
に
電
気
式
に

シ
フ
ト
、
化
石
燃
料
を
使
わ
な

い
た
め
、
光
熱
費
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
も
減
り
、
環

境
保
全
に
役
立
つ
。
ま
た
、
自
動

制
御
に
よ
り
専
門
知
識
が
な
く
て

も
操
作
が
可
能
で
、
電
力
消
費
量

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
。

設
備
の
遠
隔
監
視
と
10
年
間
の
フ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。

　
「
導
入
時
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
低
く
抑
え
ら
れ
、
約

５
年
で
投
資
を
回
収
で
き
る
と
計

算
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
ボ

イ
ラ
ー
の
専
門
業
者
に
管
理
を
委

託
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ

Ｓ
は
素
人
で
も
操
作
で
き
る
た
め
、

委
託
が
不
要
に
な
り
、
固
定
費
を

削
減
で
き
る
。
さ
ら
に
、
二
酸
化

炭
素
削
減
に
も
役
立
ち
ま
す
か
ら
、

お
客
様
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
」と
関
野
氏
は
い
う
。

　

こ
う
し
て
２
０
１
３
年
７
月
か

ら
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
総
合
管
理

の
も
と
、
工
事
が
始
ま
り
、
同
年

別館用の空調設備。本館用の空調設備。

空調を管理する「空調コントロールユニット」。

スーパー節電プラン

導入イメージ

導入前

導入後

お客様のエネルギーマネジメントをトータルサポート

導入後の光熱費

現状の光熱費
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12
月
に
完
了
し
た
。
稼
働
後
の
概

算
推
計
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
３
～
４
割
カ
ッ
ト
で
き
る
見

込
み
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
空

調
の
冷
暖
房
の
切
り
替
え
に
日
数

と
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
い
っ
た
ん

替
え
る
と
元
に
戻
せ
な
か
っ
た
が
、

現
在
は
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
切
り

替
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で

き
る
。

　
「
こ
れ
だ
け
大
規
模
な
電
気
式

へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
旅
館
で
は

初
め
て
の
よ
う
で
、
同
業
者
か
ら

の
見
学
が
絶
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

停
電
時
対
策
と
し
て
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
導
入
も
決
定
し
ま
し
た
」
と

関
野
氏
。

　
「
お
客
様
の
た
め
に
」と
い
う
ホ

テ
ル
南
風
荘
の
経
営
方
針
に
ブ
レ

は
な
い
。

　
建
物
全
体
の
光
熱
費
の
約
6
割
は
空
調
と
照
明

が
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、最
近
で
は
、

原
油
の
高
騰
か
ら
重
油
や
灯
油
を
使
う
給
湯
設
備

も
燃
料
代
の
負
担
が
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
設
備
を
更
新
す
る
た
め
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
リ
ー
ス
方
式
に
近
い
独

自
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
イ
ニ
シ
ャ
ル

コ
ス
ト
を
抑
え
、
最
新
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
し

や
す
く
し
た
の
が
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
提
供
す
る

﹁
ス
ー
パ
ー
節
電
プ
ラ
ン
﹂
だ
。

　
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
は
、月
々
の
削
減
効
果

を
保
証
し
、
そ
の
費
用
で
賄
う
方
式
を
採
用
す
る

た
め
、
導
入
に
伴
う
費
用
を
大
幅
に
抑
制
で
き
る
。

し
か
も
、
契
約
期
間
の
10
年
間
、
毎
月
定
額
で
支

払
う
こ
と
で
、
契
約
期
間
中
は
電
気
代
な
ど
の
省

エ
ネ
効
果
が
保
証
さ
れ
、
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
お
得
な
プ
ラ
ン
だ
。

古
く
な
っ
て
燃
焼
効
率
が
悪
化
し
、

価
格
も
ど
ん
ど
ん
上
が
る
の
で
、

直
近
で
は
月
額
７
０
０
万
円
も
か

か
る
ほ
ど
で
し
た
。
修
理
費
も
増

え
、
い
ず
れ
は
交
換
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ヤ
マ
ヒ

ロ
技
建
さ
ん
と
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

さ
ん
か
ら
、
電
気
を
使
う
循
環
加

温
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
提
案
さ
れ
た

の
で
す
」

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
は

２
０
０
７
年
か
ら
ホ
テ
ル
南
風
荘

の
増
改
築
を
手
が
け
て
お
り
、空
調

や
給
湯
設
備
に
も
精
通
し
、
東
芝

キ
ヤ
リ
ア
製
の
循
環
加
温
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ「
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｓ（
カ
オ
ン
ズ
）」

の
加
温
性
能
を
高
く
評
価
。
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
は
、ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
と

共
同
で
設
備
更
新
計
画
を
検
討
し
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
が
提
供
し
て
い
る

空
調
・
給
湯
・
照
明
な
ど
の
省
エ
ネ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン「
ス
ー
パ
ー

節
電
プ
ラ
ン
」に
C
A
O
N
S
を
組

み
込
み
、
ホ
テ
ル
南
風
荘
に
提

案
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

３
～
４
割
カ
ッ
ト
の
見
込
み

　

ス
ー
パ
ー
節
電
プ
ラ
ン
は

空
調
・
給
湯
と
も
に
電
気
式
に

シ
フ
ト
、
化
石
燃
料
を
使
わ
な

い
た
め
、
光
熱
費
を
大
幅
に
削

減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
も
減
り
、
環

境
保
全
に
役
立
つ
。
ま
た
、
自
動

制
御
に
よ
り
専
門
知
識
が
な
く
て

も
操
作
が
可
能
で
、
電
力
消
費
量

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
。

設
備
の
遠
隔
監
視
と
10
年
間
の
フ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。

　
「
導
入
時
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
低
く
抑
え
ら
れ
、
約

５
年
で
投
資
を
回
収
で
き
る
と
計

算
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
は
ボ

イ
ラ
ー
の
専
門
業
者
に
管
理
を
委

託
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ

Ｓ
は
素
人
で
も
操
作
で
き
る
た
め
、

委
託
が
不
要
に
な
り
、
固
定
費
を

削
減
で
き
る
。
さ
ら
に
、
二
酸
化

炭
素
削
減
に
も
役
立
ち
ま
す
か
ら
、

お
客
様
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
」と
関
野
氏
は
い
う
。

　

こ
う
し
て
２
０
１
３
年
７
月
か

ら
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
総
合
管
理

の
も
と
、
工
事
が
始
ま
り
、
同
年

さらなる安全を期すために、
蓄電池システムの導入も決定。

別館用の空調設備。本館用の空調設備。

空調を管理する「空調コントロールユニット」。

「CAONS」の加温性能と
「スーパー節電プラン」のスキームの融合

施 工 業 者 ＆ メ ー カ ー の 立 場 か ら

日総工産新横浜ビル

人材の請負・派遣を行う日総工産
は本社ビルの設備更新に当たり
環境負荷の低減や省エネに留意
し、最新空調設備、LED照明、遠
隔ビル管理サービスを導入。電
気代・管理コストの30％削減を
実現した。

事 例 紹 介

小田原福祉会「潤生園」

特別養護老人ホーム「潤生園」は、
灯油を使ったボイラー式暖房の
効率悪化を改善するため、空調シ
ステムを電気式に一本化し、遠隔
ビル管理サービスを導入。電気
代・管理コストを25％以上削減
した。

Column

Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
の
加
温
性
能
の
高
さ
に

惚
れ
込
ん
で
導
入
を
提
案

　

静
岡
県
に
本
社
を
置
く
ヤ
マ
ヒ
ロ
技

建
は
空
調
設
備
の
設
計
・
施
工
会
社
で

あ
る
。
設
計
事
務
所
の
紹
介
で
、ホ
テ
ル

南
風
荘
の
増
改
築
を
２
０
０
７
年
か
ら

請
け
負
っ
て
い
る
。ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
は
ホ

テ
ル
南
風
荘
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、

２
０
１
２
年
に
温
水
ボ
イ
ラ
ー
交
換
の

相
談
を
受
け
た
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
７
０
０
タ
イ
プ
は
最
大

95
℃
ま
で
加
温
で
き
る
加
温
性
能
の
高

さ
が
特
長
で
、
他
社
に
同
様
の
製
品
は

あ
り
ま
せ
ん
。
35
℃
の
温
泉
を
60
℃
ま

で
上
げ
る
の
に
15
分
し
か
か
か
ら
な
い

の
で
導
入
を
提
案
し
た
の
で
す
」と
足
立

会
長
は
語
る
。

足
立 

勲
氏

ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建

会
長

施工業者

東
芝
グ
ル
ー
プ
の
技
術
力
を

組
み
合
わ
せ
た
ス
キ
ー
ム
提
案

　

今
回
、ホ
テ
ル
南
風
荘
に
導
入
さ

れ
た
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
は
７
０
０
タ
イ

プ
、
１
４
０
タ
イ
プ
各
４
台
の
合

計
８
台
だ
が
、
実
は
温
泉
へ
の
利

用
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担

当
し
た
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
神
奈
川

支
社
の
岡
は
こ
う
語
る
。

　
「
当
社
は
東
芝
グ
ル
ー
プ
で
連
携

し
、様
々
な
設
備
更
新
の
提
案
を
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
ヤ
マ
ヒ
ロ
技

建
様
と
の
試
み
で
、
C
A
O
N
S

の
温
泉
施
設
へ
の
導
入
が
実
現
し
、

提
案
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
南
風
荘
様
と
ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建

様
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

　
「
ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
様
は
ホ
テ
ル
南

風
荘
様
の
建
物
や
設
備
を
熟
知
さ

れ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ヤ
マ
ヒ
ロ
技
建
様

な
く
し
て
は
こ
の
仕
事
は
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
岡
は
述
懐

す
る
。

　

ス
ー
パ
ー
節
電
プ
ラ
ン
は
、
空

調
、
給
湯
だ
け
で
な
く
照
明
も
含

む
省
エ
ネ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
環
境
省
の
補
助
金
の
対
象
で

も
あ
り
、
ホ
テ
ル
南
風
荘
に
は
そ

の
点
も
含
め
て
提
案
し
た
。

メーカー

岡 

勉
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

神
奈
川
支
社

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
部 

部
長

スーパー節電プラン

導入イメージ

導入前

導入後

お客様のエネルギーマネジメントをトータルサポート

導入後の光熱費

現状の光熱費



　

著
者
は
、
ウ
ィ
ー
ン
生
ま

れ
の
精
神
分
析
医
で
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
い
う
理
由
で
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
強
制
収
容
所
に
送

ら
れ
た
。
仲
間
た
ち
は
次
々

と
ガ
ス
室
へ
と
送
ら
れ
、
あ

る
い
は
劣
悪
な
環
境
の
な
か

で
病
に
倒
れ
死
ん
で
い
く
。

フ
ラ
ン
ク
ル
自
身
も
同
じ
運

命
を
た
ど
り
そ
う
だ
っ
た

が
、
そ
の
一
歩
手
前
で
終
戦

を
迎
え
、
九
死
に
一
生
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。本
書
は
、

そ
の
驚
く
べ
き
地
獄
の
よ
う

な
体
験
を
、
感
情
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
冷
静
な
眼
差

し
で
綴
っ
た
貴
重
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

１
９
４
７
年
の
出
版
後
、

世
界
各
国
で
翻
訳
さ
れ
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
池
田

訳
の
ほ
か
に
、
同
じ
み
す
ず

書
房
か
ら
霜
山
徳
爾
の
翻
訳

に
よ
る
旧
版
も
発
行
さ
れ
て

い
る
。

【
連
載
❹
】

養
老 

孟
司
さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
極
限
状
況
の
な
か
で

　
『
唯
脳
論
』や『
バ
カ
の
壁
』の
著
者
と
し
て
有
名

な
養
老
孟
司
さ
ん
。
今
は
定
年
で
第
一
線
か
ら
退
い

た
も
の
の
、
解
剖
学
者
と
し
て
、
長
年
人
間
の
死
と

向
き
合
い
な
が
ら
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
き
た
。
そ

ん
な
養
老
さ
ん
が
選
ん
だ「
私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
」

は
、ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の『
夜
と
霧
』

で
あ
る
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、１
９
４
１
年
に
出
さ
れ
た

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
指
導
者
の
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
の
特
別
命
令
に
基
づ
い
て
い
る
。
非
ド
イ
ツ
国
民

で
、
政
治
犯
容
疑
者
と
見
な
さ
れ
た
者
は
、
夜
の
な

か
で
ひ
そ
か
に
捕
縛
さ
れ
、
強
制
収
容
所
へ
と
送
ら

れ
る
。
安
否
は
誰
に
も
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

そ
の
さ
ま
は
ま
る
で
霧
の
な
か
に
消
え
る
が
ご
と
く

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
夜
と
霧
」命
令
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
の
著
者
フ
ラ
ン
ク
ル
も
ま
た
、

そ
の
命
令
の
も
と
で
囚
わ
れ
人
と
な
っ
た
一
人
で
あ

っ
た
。
強
制
収
容
所
で
行
わ
れ
た
惨
劇
を
自
身
の
目

と
耳
で
見
聞
き
し
、
自
ら
体
験
し
た
著
者
が
、
そ
の

あ
り
さ
ま
を
克
明
に
記
録
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

養
老
さ
ん
が
こ
の
本
に
出
合
っ
た
の
は
、
大
学
生

の
時
で
あ
っ
た
。

　
「
一
読
し
た
あ
と
、
ま
ず
は『
す
ご
い
な
…
…
』と

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
僕
は
戦
争
中
の
育
ち
で
す
が
、

同
時
進
行
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
知
っ
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」

　

強
制
収
容
所
の
な
か
で
は
、
何
百
万
と
い
う
人
々

が
虐
殺
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
人
を
殺
す
こ
と
を
何
と

も
思
わ
な
い
世
界
が
、
そ
こ
で
は
日
常
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
た
。

人
間
の
在
り
方
を
描
い
た
本

　

人
は
状
況
次
第
で
、
い
か
よ
う
に
も
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
養
老
さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
を
こ
の
本
か
ら
教

わ
っ
た
と
い
う
。
今
の
平
和
な
日
本
に
生
き
て
い
る

と
信
じ
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
自

分
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
、わ
か
ら
な
い
の
だ
。

　
「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、『
夜
と
霧
』は
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
特
殊

な
体
験
を
書
い
た
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
普

遍
的
な
、
人
間
社
会
に
起
こ
り
う
る
こ
と
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
本
は
イ
ン
パ
ク

ト
が
強
い
の
で
す
」

　

人
は
簡
単
に
人
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
生
き
物
で

あ
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
救
い
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
ナ
チ
ス
親
衛
隊
員
の
な
か
に
は
、
病
気
の
囚

人
を
気
遣
い
、
ひ
そ
か
に
薬
局
か
ら
薬
を
買
い
入
れ

さ
せ
て
い
た
者
が
い
た
。
ま
た
、
あ
る
労
働
監
督
は
、

自
ら
の
分
を
倹
約
し
て
、
そ
っ
と
フ
ラ
ン
ク
ル
に
パ

ン
の
小
片
を
手
渡
し
た
。

　
「
ナ
チ
を
描
い
た
映
画
や
小
説
の
多
く
は
、
ナ
チ

が
非
人
間
的
で
、
ド
イ
ツ
人
と
そ
う
で
は
な
い
人
た

ち
と
で
は
っ
き
り
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
同
じ
人

間
な
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ク
ル
が
い
い
た
か
っ
た
の
は
、

人
間
そ
の
も
の
の
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
」

　

我
々
は
平
穏
な
日
常
を
享
受
す
る
な
か
で
、
人
へ

の
理
解
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
養
老
さ
ん
は
危
惧
す
る
。『
夜
と
霧
』に
描
か

れ
た
よ
う
な
世
界
は
別
世
界
の
出
来
事
で
は
な
く
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
我
々
に
も
容
易
に
起
こ
り
う
る
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
た
め
に
も
、
こ
の
本
は
世

代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
読
み
継
が
れ
る
べ
き
一
冊

で
あ
る
。

『夜と霧 新版』
著者：ヴィクトール・E・フランクル
訳者：池田香代子
みすず書房
（養老さんが読んだのは1956年に発行された初版）

『
夜
と
霧
』
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へ

の
理
解
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
養
老
さ
ん
は
危
惧
す
る
。『
夜
と
霧
』に
描
か

れ
た
よ
う
な
世
界
は
別
世
界
の
出
来
事
で
は
な
く
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
我
々
に
も
容
易
に
起
こ
り
う
る
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
た
め
に
も
、
こ
の
本
は
世

代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
読
み
継
が
れ
る
べ
き
一
冊

で
あ
る
。

『夜と霧 新版』
著者：ヴィクトール・E・フランクル
訳者：池田香代子
みすず書房
（養老さんが読んだのは1956年に発行された初版）

『
夜
と
霧
』



【
大
網
白
里
市
】

お
お
あ
み
し
ら
さ
と
し

東
京
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
特
急
で

50
分
弱
、
九
十
九
里
浜
に

面
す
る
田
園
都
市
。
豊
か

な
農
業
地
帯
で
、
千
葉
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
も
あ

る
。
夏
涼
し
く
冬
暖
か
い

気
候
か
ら
、
首
都
圏
一
円

か
ら
中
高
年
層
の
流
入
も

多
く
、
人
口
が
５
万
人
を

超
え
て
、
２
０
１
３
年
に

市
に
昇
格
し
た
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

調
査
部 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
地
域
振
興
や
人
口
成
熟
問
題
に
関
す
る
登
壇
・
出
演
・
寄
稿
は
年
間
５
０
０
件
を
超
え
る
。
著
書
に『
デ
フ
レ
の
正
体
』『
里
山
資
本
主
義
』な
ど
。

写真提供：大里綜合管理（株）

第１回

千
葉
県
大
網
白
里
市

　

原
発
事
故
で
、い
ま
だ
に
自
宅

に
戻
っ
て
泊
ま
る
こ
と
が
許
さ

れ
て
い
な
い
、
南
相
馬
市
小
高

区
。
住
民
の
集
ま
り
の
講
師
に

呼
ば
れ
、重
い
気
分
で
出
向
い
た

会
場
で
、思
い
が
け
ず
野と

こ
ろ老
真
理

子
さ
ん
と
再
会
し
ま
し
た
。

　

私
が
使
え
る
の
は
言
葉
と
理

屈
だ
け
で
す
が
、彼
女
は
体
を
動

か
し
ま
す
。
今
日
は
、彼
女
の
住

む
千
葉
県
大
網
白
里
市
で
仲
間

の
障
が
い
者
た
ち
と
焼
い
た
も

ち
も
ち
の
米
粉
パ
ン
を
、た
く
さ

ん
持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。「
こ

れ
で
簡
単
に
焼
け
る
の
よ
」
と
、

特
製
の
電
気
釜
を
、や
る
気
を
見

せ
た
住
民
に
配
り
ま
す
。「
で
き

る
こ
と
か
ら
し
ま
し
ょ
う
よ
」と
、

行
動
で
示
し
て
い
る
の
で
す
。

　

彼
女
は
、
地
元
に
根
ざ
し
た

不
動
産
業
・
大
里
綜
合
管
理
㈱

の
社
長
さ
ん
で
す
。
大
網
駅
に

近
い
事
務
所
は
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
文
化
活
動
の

拠
点
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も

普
通
の
会
社
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
い
く
つ
も
の
勉
強
会
、
音

楽
会
、清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、無
農

薬
・
低
農
薬
の
地
元
農
作
物
の
地

産
地
消
活
動
が
、こ
こ
を
拠
点
に

動
い
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
も
そ
う
で
な
い
人

も
、古
く
か
ら
の
住
民
も
新
参
者

も
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
出
入
り
し

て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の

ど
の
輪
の
な
か
に
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
野
老
さ
ん
の
姿
が
、

中
心
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
外

か
ら
皆
に
寄
り
添
う
よ
う
に
あ

る
の
で
す
。

　

順
調
に
発
展
し
て
き
た
大
網

白
里
市
。
で
す
が
、
か
つ
て
当

地
に
家
を
買
っ
た
若
者
が
加
齢

し
、
増
え
て
い
る
の
は
も
う
高

齢
者
だ
け
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
あ
る
２
０
２
０
年
ま
で

の
10
年
間
に
、65
歳
以
上
は
38
％
、

75
歳
以
上
は
な
ん
と
44
％
も
増

加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
、

野
老
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。
地
元
を
よ
く
し
た
い
と
活

動
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と

協
働
し
て
い
る
彼
女
は
、
高
齢

化
す
る
地
域
社
会
の
住
人
の
ニ

ー
ズ
を
つ
か
ん
で
、
そ
れ
を
満

た
す
誰
か
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

彼
女
の
よ
う
な
人
が
い
る
限

り
、
高
齢
化
・
日
本
か
ら
元
気

が
失
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
女
の
周
り
に
は
い
つ
も
、

い
く
つ
も
の
人
の
輪
が
で
き
る

大網白里市

▲大里農園・大里農学校

▲大網クリーンロード

▲うたごえ広場

▲勉強会（ねっと99夢フォーラム）

野
と こ ろ

老真理子さん

野老さんによると、課題を投げかけてきた人が主体
となって課題を解決できるよう、そのサポート役に
徹するのがご自身の役回りだそうで、ポリシーは

「地域の人たち一人ひとりが主役」。




